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2月21日〜3月20日（合計7,945,624円）

嶋津　桂子	 現金� 3,000円

移植者フットボールクラブ	現金� 8,500円

	 � （敬称略）

給付件数累計 29件� 合計4,983,965円
� （3月末）

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
●郵便振替（通信欄に震災支援と記載）

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
００１５０－４－１５７５４

●銀行の場合
特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 

ゆうちょ銀行　００８店　普通　４７９９９５１

　

２
０
０
９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

国
立
劇
場
で
の
歌
舞
伎
公
演
に
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
を
招
い
て
の
観
劇
会

も
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
の
財
団
の
20
周
年
記
念
大
会
の

会
場
に
て
、
本
企
画
の
告
知
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
こ
と
も
あ
り
、
早
く
か

ら
多
く
の
方
々
に
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
き
、
Ｈ
Ｐ
の
参
加
者
募
集
に

は
昨
年
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、
３

月
６
日
と
９
日
の
両
日
で
20
名
の

方
々
が
ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
場
45
周
年
の
垂
れ
幕
も
掲
げ
ら

れ
た
華
や
か
な
中
で
の
３
月
公
演
は

「
一
谷
嫩
軍
記
」。
市
川
團
十
郎
会
長

が
切
望
し
て
の
演
目
と
聞
き
ま
し
た
。

心
情
に
訴
え
る
演
目
で
も
あ
り
、
情

感
の
こ
も
っ
た
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
心

に
残
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
の
中
に
は
、
市
川

会
長
と
同
じ
時
期
に
同
じ
病
院
で
闘

病
生
活
を
送
っ
て
い
ら
し
た
患
者
さ

ん
２
名
が
含
ま
れ
、
闘
病
を
支
え
た

奥
様
と
共
に
参
加
く
だ
さ
り
、
楽
屋

で
の
会
長
と
の
面
談
に
、「
病
院
で

こ
そ
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

こ
う
い
う
形
で
お
会
い
す
る
こ
と
が

出
来
て
嬉
し
い
」
と
、
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
川
会
長
か
ら
の
「
少
し
だ
け

残
っ
て
い
た
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
の
症
状
も
無

く
な
り
ま
し
た
」
と
の
話
に
、
一
同
、

安
堵
、
和
や
か
な
楽
屋
で
の
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も

多
く
、
み
な
さ
ん
が
こ
の
観
劇
会
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
お
席
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
機
会
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
国
立
劇
場
の
ご

担
当
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
を
代
表
し
て
２
名

の
方
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇
藤
井
佐
保
子
さ
ん
（
栃
木
県
）

　

歌
舞
伎
は
初
め
て
で
し
た
が
、
皇

居
の
お
堀
端
と
い
う
環
境
の
良
さ
に

加
え
、
行
き
届
い
た
観
劇
施
設
、
そ

し
て
團
十
郎
さ
ん
の
か
ら
だ
全
体
を

使
っ
て
の
気
力
溢
れ
る
演
技
に
、
思

わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
に
大
い
に
励
ま
さ
れ
、
楽
し

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

楽
屋
の
方
で
も
、
に
こ
や
か
に
迎

え
て
下
さ
り
、
膝
を
交
え
て
親
し
く

移
植
の
お
話
も
出
て
、
終
始
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
團
十
郎
さ
ん
の

素
顔
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
方
で
は
、
次
男
が
２
０
０
１
年

5
月
（
当
時
32
歳
）
に
移
植
。
お
陰

様
で
今
で
は
、
社
会
人
と
し
て
普
通

の
生
活
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。
時
に

は
、
社
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

楽
し
み
、
２
０
１
２
東
京
マ
ラ
ソ
ン

に
も
出
場
（
10
㎞
移
植
の
部
）
無
事

完
走
致
し
ま
し
た
。

　

生
か
さ
れ
て
い
る
命
。
大
切
に
生

き
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

歌
舞
伎
へ
の
ご
招
待
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
長
谷
川
誠
、敦
子
さ
ん
（
三
重
県
）

　

３
月
９
日
、
国
立
劇
場
様
の
ご
招

待
に
よ
り
、
同
じ
時
期
に
虎
ノ
門
病

院
に
入
院
し
て
い
た
市
川
團
十
郎
さ

ん
が
出
演
す
る
歌
舞
伎
公
演
を
観
劇

し
ま
し
た
。

　

團
十
郎
さ
ん
の
舞
台
で
の
迫
力
と

華
麗
な
姿
に
目
を
見
張
る
ば
か
り
で

感
動
と
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

公
演
後
、
團
十
郎
さ
ん
の
楽
屋
に

招
か
れ
、
緊
張
す
る
中
、
優
し
く
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
こ

と
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
全
国
協

議
会
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
東
日
本

大
震
災
被
災
患
者
支
援
基
金
も
１
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
29
件　

4
9
8
万
３
9
6
5
円
が
給
付
さ
れ

ま
し
た
。（
３
月
末
現
在
）

　

被
災
地
の
復
興
状
況
や
、
患
者
さ

ん
を
と
り
ま
く
現
状
を
踏
ま
え
、
全

国
協
議
会
で
は
本
事
業
を
１
年
間
延

長
し
２
０
１
３
年
３
月
末
日
ま
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
手

助
け
が
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
周
知

活
動
を
行
う
と
共
に
、
基
金
の
積
み

増
し
に
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
た
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
今
回
は
支
援
基
金
の
給
付
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
病
気
の
子
を
連
れ
て
の
避

難
生
活
の
中
、
経
済
状
況
も
不
安
定

で
あ
っ
た
た
め
、
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
主
人
の
就
職
先

も
決
ま
り
、
安
定
し
た
生
活
を
取
り

戻
す
た
め
に
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。（
福
島
県
双
葉
郡　

Ｉ
さ
ん
）

○
こ
の
度
は
支
援
基
金
か
ら
の
給
付
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

の
12
月
20
日
で
移
植
５
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
大
震
災
で
は
庭
先
ま
で
波

が
入
り
ま
し
た
が
、
移
植
・
津
波
と

神
様
が
守
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
患
者
、
家
族
共
々
、
今
は
再
発

し
な
い
日
々
が
過
ご
せ
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

�

（
岩
手
県
大
船
渡
市　

Ｋ
さ
ん
）

○
移
植
後
７
ヶ
月
が
過
ぎ
、
順
調
に

回
復
し
て
お
り
ま
す
。
収
入
が
な
い

中
、
給
付
金
を
診
療
費
等
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。（
福
島
県
大
沼
郡　

Ｗ
さ
ん
）

　

今
年
も
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ス
ク
ー
ル

発
表
会
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
３
月
11
日
、
品
川

区
総
合
区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」

（
東
京
）
に
て
各
店
舗
か
ら
47
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
日
々
の
精
進
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

延
べ
２
千
人
を
上
回
る
来
場
者
の

前
で
、
老
若
男
女
の
生
徒
さ
ん
達
に

よ
っ
て
、
舞
台
狭
し
と
力
い
っ
ぱ
い
、

ダ
ン
ス
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
表
会
当
日
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
丁
度
１
年
目
に
も
あ
た
る

こ
と
も
あ
り
、「
今
年
は
骨
髄
バ
ン

ク
と
共
に
、
被
災
地
へ
の
支
援
も
行

お
う
！
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
も
と
、

各
店
舗
に
て
募
金
が
集
め
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

歌
舞
伎
で
元
気
の
お
す
そ
わ
け

今
年
も
遠
方
か
ら
の
参
加
あ
り

給
付
期
間
を
１
年
延
長

東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基
金

　

寄
付
の
贈
呈
式
は
、
各
チ
ー
ム
か

ら
代
表
者
が
壇
上
に
あ
が
り
、
賑
や

か
な
舞
台
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
援

先
を
代
表
し
て
全
国
協
議
会
の
村
上

忠
雄
副
理
事
長
が
、
思
い
が
ず
っ
し

り
と
つ
ま
っ
た
募
金
箱
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
上
副
理
事
長
か
ら
は
、

全
国
協
議
会
が
行
う
被
災
患
者
支
援

活
動
も
紹
介
さ
れ
、「
元
気
な
パ
ワ
ー

を
沢
山
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
の
パ

ワ
ー
を
患
者
さ
ん
や
被
災
地
の
皆
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
」
と

御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
新
店
舗
が
ふ
え
、
各
店
に
全

みんなでこいへ!!
青森さこいへ!!

（皆さんでおいで下さい　青森へおいで下さい）

2012全国骨髄バンクボランティアの集いin青森

　昨年３月11日に発生した東日本大震災は、未曾有の大災害となりまし
た。あの日から１年が過ぎた今もなお、精神的にも経済的にも厳しすぎ
る状況に置かれている東北地方ですが、今年の「全国骨髄バンクボラン
ティアの集い」は青森市で開催致します。
　テーマは、「つなげよう・伝えよう　いのちのメッセージ」です。
　突然襲いかかった自然の猛威と私たちが関わっている病気の間に、重
なりあうものを強く感じます。天が与えた試練で命の尊さを深く知り、
そして伝えていかなければならないメッセージを青森から届けたいと
思っています。全国からたくさんの皆さんに参加していただき、感動と
笑顔の輪を広げたいと思いますので、是非青森にお越し下さいますよう、
スタッフ一同お待ちしています。

●日時　2012年６月２日（土）　13：30〜17：30　
●場所　ホテル青森　孔雀の間　（青森県青森市堤町1丁目1-23）
　※ 翌３日には総会・代表者会議が開催されます。
詳細は全国協議会のホームページでお知らせします。

第
34
回
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
で
の
広
報
活
動

　

２
月
24
、
25
日
と
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
学
会
に
全
国
協
議
会
と
し
て
従

来
同
様
の
ブ
ー
ス
展
示
と
、
今
年
は
、

「
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
た
血
液

疾
患
患
者
支
援
活
動
の
紹
介
」
と
題

し
て
口
演
報
告
し
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
の
４
月
に
立
ち
上
げ
た

被
災
患
者
支
援
基
金
が
こ
れ
ま
で
26

件
の
給
付
実
績
が
あ
る
こ
と
（
発
表

時
点
）、
全
国
各
地
で
も
基
金
積
み

増
し
の
協
力
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど

を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

座
長
の
関
西
地
方
の
医
師
か
ら

は
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら
阪
神
大
震

災
を
経
験
し
た
血
液
内
科
医
と
し
て
、

我
々
の
活
動
に
賛
同
を
表
明
し
て
く

だ
さ
り
、
緊
急
時
の
移
植
医
、
学
会

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン

ト
い
た
だ
く
な
ど
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
討
議

も
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
大
谷
前
会
長
が
座
長
を
務
め

ら
れ
た
「
造
血
細
胞
移
植
に
お
け
る

不
妊
対
策
」
と
題
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
あ
り
移
植
後
Q
O
L
に
関
す
る
活

発
な
討
議
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
展
示
に
お
い
て
は
、
神
戸

骨
髄
献
血
の
和
を
広
げ
る
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
被

災
基
金
の
紹
介
、
全
国
協
議
会
の
案

内
な
ど
多
く
の
学
会
参
加
の
医
療
関

係
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

（
三
田
村
）

今
年
は
東
日
本
大
震
災
・
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

F
I
T
N
E
S
S 

F
E
S
T
A
2
0
1
2
〜
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ス
ク
ー
ル
発
表
会
〜

国
協
議
会
の
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
募

金
を
集
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

本
部
を
は
じ
め
、
各
店
舗
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
は
、
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
寄
付
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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要
に
な
る
時
代
が
来
る
こ
と
を
念
じ
、

そ
の
時
は
メ
ン
バ
ー
仲
良
し
ク
ラ
ブ

に
し
た
い
と
の
思
い
を
い
た
だ
き
、

感
謝
・
感
謝
の
つ
ど
い
で
し
た
。

�

（
神
戸
の
会　

森
脇
）

が
来
ら
れ
て
一
度
に
入
場
と
な
っ
た

た
め
、
思
う
よ
う
に
資
料
の
配
布
が

出
来
ず
、
用
意
し
た
資
料
が
残
っ
た

こ
と
は
反
省
で
し
た
が
、
和
歌
山
の

テ
ニ
ス
事
情
を
知
り
、
新
し
い
出
会

い
も
あ
っ
た
り
と
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、「
ひ
こ
ば
え
」
に

登
録
し
て
い
る
説
明
員
の
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。
関
係
機
関
か
ら
の
要

望
、
希
望
な
ど
の
伝
達
、
昨
年
一
年

間
参
加
し
た
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

感
じ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
新

し
い
一
年
に
向
か
っ
て
学
生
献
血
推

進
協
議
会
と
の
出
会
い
に
期
待
し
た

い
と
、
前
向
き
な
話
で
終
わ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

�

（
ひ
こ
ば
え　

北
山
）

　

３
月
10
日
神
戸
市
勤
労
福
祉
会
館

で
、
神
戸
の
会
メ
ン
バ
ー
・
近
隣
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
赤
献
血
職
員
が
集

結
し
「
神
戸
骨
髄
献
血
の
和
を
広
げ

る
会
20
周
年
感
謝
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
年
の
歩
み
の
紹
介
で
は
、
イ
ベ
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共
催
イ
ベ
ン
ト

北
か
ら
南
か
ら

骨髄バンクの最新情報をお知らせする� ────────────────── 骨髄バンクNOW
●日本赤十字社・骨髄データセンター事業の運営体制が変更
　平成24年4月から、血液事業の広域運営体制移行に伴い、骨髄データセン
ター事業についても、これまでの各都道府県単位の事業運営体制から、ブロッ
クを単位とする広域的な事業運営体制に移行し、骨髄バンクドナーの登録情
報に関するお問い合わせ先が変わります。
•ドナー登録者の個人情報は、これまで、各都道府県の地域骨髄データセン
ターで登録管理しておりましたが、平成24年4月から、新たに設置するブロッ
ク骨髄データセンターにおいて行われます。
•登録情報に関するお問い合わせは、4月以降、最寄りのブロック骨髄デー
タセンターまでご連絡をお願いします。なお、ブロック骨髄データセンター
の所在地や電話番号は、4月以降、中央骨髄データセンターのホームページ
に掲載されます。
•ドナー登録希望者の登録受付及び検体の採取は、これまで同様、地域骨髄
データセンターが実施します。ドナー登録を希望される方は、最寄りの献血
ルーム等の登録受付窓口にお越しください。
●ドナー登録者のHLAデータについて
　 医師から「自分の患者さんが骨髄移植を検討しているが、ご家族が骨髄バ
ンクにドナー登録しているのでHLAデータを知らせてほしい」という問い合
わせがありました。
　骨髄バンク事業は、骨髄移植が必要な患者さんの中で「①家族内にHLA型
が適合した方が見つからない方、②HLA適合者がいても健康面または社会的
条件から提供を受けられない方」にHLA型が適合した匿名の第三者（非血縁
者）を結び付け、あくまでも善意から無償で提供していただく公的な社会・
医療システムです。

　ドナー登録者のHLA型検査はその全額が国庫補助金で賄われていること、
また、HLA 型を公開することで臓器売買等が行われる心配や、骨髄バンク
を含め公平な臓器提供の機構そのものが危うくなる可能性があることから、
データをドナー登録者本人に知らせない（非開示）ことが基本ルールとなっ
ています。ご家族、主治医にもHLAデータを開示していませんので、改めて
医療関係者の皆さまにもご理解いただきますようお願いします。
 ●非血縁者間末梢血幹細胞採取施設・移植診療科の認定について
　下記の施設が新たに認定されました。これまでに認定された施設は34施設
です。
（採取・移植とも）日本大学医学部附属板橋病院　血液膠原病内科、小児科

■2月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,607人、献血併行型集団登
録会／ 1,688人、集団登録会／ 13人、その他／ 64人

◆日本骨髄バンクの現状（平成24年2月末現在）
	 1月	 2月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,819	 3,372	 405,525	 534,274
患者登録者数	 227	 239	 3,021	 35,108
骨髄移植例数	 108	 104	−	  13,925
20歳未満ドナー登録者	−	  202	 17,026*1	 −
51歳以上ドナー	 264*2	 143*3	 26,482*4	−

《財団マンスリー JMDP（3月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜 *2）51歳以上ドナーの延長数 *3）51歳以上ドナーの新規登録数 *4）17年9月
〜

　　　  2月21日〜3月20日  　　　

㈱THINKフィットネス（ゴールドジム）
	 現金� 372,038円
飯島 孝枝	 現金� 2,340円
鈴木 純子	 現金� 1,340円
飛田 行康	 現金� 10.000円
塩谷 圭	 現金� 2,000円
阿部 ミホ	 現金� 10,000円
児玉 知之	 現金� 5,000円
関 朝之	 現金� 2,000円
花田学園	 現金� 50,000円
木村 千加子	 現金� 5,000円
匿名	 現金� 5,000円
●白血病患者支援基金
イオンマリンピア専門館	 現金� 1,500円
めん処英喜家 三島店	 現金� 6,878円
めん処英喜家 本店	 現金� 5,154円
嶋津 桂子	 現金� 3,000円
安東 慎次	 現金� 1,127円
峯 カズミ	 現金� 2,000円
●佐藤きち子患者支援基金
古賀 聡子	 現金� 3,000円
竹田 幸子	 現金� 5,000円
トリイミユキ	 現金� 10.000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

横
浜
で
の
医
療
講
演
と

相
談
会

神奈川県横浜市

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
月
３
日
〜
４
日
、
ホ
テ
ル
白
萩

（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
開
催
し
、
41

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
被
害
者
へ

の
黙
祷
で
亡
く
な
ら
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
追
悼
し
ま
し
た
。
次
い
で

東
北
各
県
か
ら
活
動
状
況
と
問
題
点

の
報
告
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
啓

発
行
事
や
登
録
会
へ
の
対
応
も
様
々

で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
面
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。
全
国
協
議
会
か
ら
は
、

「
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援
基

金
」の
説
明
と
新
潟
県
加
茂
市
の「
骨

髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
」
の
紹
介

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

来
賓
の
地
元
・
県
薬
務
課
長
と
血
液

セ
ン
タ
ー
所
長
も
参
加
し
て
の
交
流

が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
東
北
大
学
医
学
部
の

一
迫
教
授
の
講
演
「
リ
ン
パ
球
系
腫

瘍
の
診
断
と
宮
城
県
に
お
け
る
登
録

事
業
の
紹
介
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。

次
に
、
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
の
小
松
州
子
氏
が
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
と
後

継
者
の
育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の

講
演
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
楽
し

く
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
や
、
初
心
に
か
え
っ
て
情
熱
を
持

ち
続
け
る
必
要
性
等
の
意
見
が
出
さ

　

3
月
3
日
、
神
奈
川
県
総
合
薬

事
保
健
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
磯
子

区
）
で
神
奈
川
県
主
催
、
再
生
つ
ば

さ
の
会
・
神
奈
川
骨
髄
移
植
を
考
え

る
会
共
催
の
医
療
講
演
会
と
個
別
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

は
血
液
疾
患
の
機
序
か
ら
最
新
治
療

ま
で
の
知
識
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
機
会
と
し
て

も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
毎
回
多

く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
す
。
今
回
は

大
野
伸
広
先
生
（
東
大
医
科
研
附
属

病
院
血
液
内
科
）、
西
村
純
一
先
生

（
阪
大
附
属
病
院
血
液
・
腫
瘍
内
科
）、

山
崎
悦
子
先
生
（
横
浜
市
大
附
属
病

院
リ
ウ
マ
チ
・
血
液
・
感
染
症
内
科
）、

吉
場
史
朗
先
生
（
東
海
大
附
属
病
院

血
液
内
科
）
が
、
講
演
会
と
同
時
進

　

こ
の
回
の
テ
ー
マ
は
、
血
液
検
査

の
異
常
で
一
番
多
い
貧
血
の
お
話
で
、

血
液
腫
瘍
内
科
教
授　

東
條
有
伸
先

生
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

　

血
液
中
に
は
、
酸
素
を
運
ぶ
赤
血

医
療
講
演
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

東
大
医
科
研
附
属
病
院　

第
14
回
市
民
公
開
医
療
懇
談
会

「
貧
血
と
い
わ
れ
た
ら
〜
赤
血
球
の
お
話
」

20
周
年「
感
謝
の
つ
ど
い
」

神戸

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

骨
髄
バ
ン
ク
啓
発

和歌山
　

２
月
25
日
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー

ル
で
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
大
会
が
開

か
れ
、
そ
の
会
場
で
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
の

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
準
備
に
ボ
ー
ド
を
運
ん

だ
り
、
配
布
資
料
を
持
ち
込
ん
だ
り

と
一
人
で
は
大
変
と
悩
み
ま
し
た
が
、

会
場
準
備
に
来
ら
れ
て
い
た
高
校
生

の
お
手
伝
い
で
、
無
事
準
備
が
完
了

し
ま
し
た
。「
何
を
す
る
の
？
」
と

聞
き
協
力
し
て
く
れ
る
素
直
な
高
校

生
に
は
感
謝
と
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
開
場
前
か
ら
沢
山
の
方

球
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
と
戦
う
白
血

球
、
出
血
を
止
め
る
血
小
板
に
大
別

さ
れ
る
血
球
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の

中
の
赤
血
球
が
足
り
な
く
な
る
の
が

貧
血
で
す
。
赤
血
球
中
の
鉄
分
は
酸

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
あ
た
り
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
支
援
・
激
励
に
対
し
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
宮
城
の
会　

豊
田
）

●
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

　

３
月
10
日
、
北
海
道
立
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
て
北
海
道
協
会
・
小
樽

推
進
会
・
釧
路
協
会
・
苫
小
牧
推
進

会
・
函
館
協
議
会
の
加
盟
５
団
体
30

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
全
国
協
議
会
の
こ
れ
か

ら
進
む
方
向
を
学
ぶ
た
め
に
、
野
村

副
会
長
を
講
師
に
招
き
、
08
年
の
札

幌
全
国
大
会
に
て
造
血
細
胞
バ
ン
ク

の
将
来
像
検
討
会
議
答
申
が
報
告
さ

れ
て
以
降
の
、
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の

動
向
、
法
制
化
の
動
き
な
ど
の
現
況

を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
そ
う
し
た
社
会
環
境
と

各
バ
ン
ク
の
現
状
に
対
す
る
全
国
協

議
会
の
実
情
が
報
告
さ
れ
、
我
々
加

盟
団
体
の
役
割
は
、
全
国
協
議
会
の

活
動
を
支
え
、
事
務
所
経
費
を
分
担

す
る
こ
と
で
あ
り
、
会
費
負
担
が
全

国
大
会
旅
費
や
グ
ッ
ズ
の
配
布
に
対

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。�

（
釧
路
協
会　

星
野
）

行
で
個
別
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
会
は
入
場
者
69
名
と
ほ

ぼ
満
席
、
個
別
相
談
は
１
人
20
分
の

持
ち
時
間
で
19
名
の
予
約
が
あ
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
が
熱
心
に
講
演
に
耳
を
傾

け
る
様
子
、
一
秒
も
惜
し
ん
で
相
談

す
る
様
子
に
、
こ
の
よ
う
な
会
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。�（
阿
部
）

素
を
く
っ
つ
け
て
、
各
組
織
に
酸
素

を
運
ぶ
役
目
を
し
ま
す
。

　

血
液
中
の
酸
素
濃
度
は
、
腎
臓
が

セ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
、
酸
素
不
足
を

感
知
す
る
と
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

を
出
し
ま
す
。
こ
の
指
令
を
受
け
、

骨
髄
が
赤
血
球
を
生
産
し
、
1
2
0

日
位
の
寿
命
で
脾
臓
に
お
い
て
破
壊

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
し
た
が
っ

て
、
貧
血
は
腎
不
全
や
、
骨
髄
の
疾

患
、
慢
性
疾
患
等
で
も
起
き
ま
す
が
、

一
番
多
い
の
は
鉄
欠
乏
性
と
の
こ
と

で
し
た
。
日
本
人
の
女
性
で
は
、
約

50
％
が
鉄
欠
乏
と
の
調
査
結
果
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
子
供
の
鉄

分
不
足
が
最
近
増
加
し
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
親
御
さ
ん

は
食
物
に
は
十
分
注
意
を
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
貧
血
も
多

く
、
10
分
の
１
の
方
が
該
当
し
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
（
吸
収
を
助
け
る
）、鉄
分
、

タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
取
る
の
が
良
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除

去
が
効
果
の
あ
る
場
合
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

鉄
欠
乏
性
と
紛
ら
わ
し
い
貧
血
と

し
て
は
、
慢
性
疾
患
、
骨
髄
異
形
成

症
候
群
他
が
あ
る
よ
う
で
す
。
赤
血

球
の
み
の
軽
い
減
少
で
安
定
し
て
い

れ
ば
、
経
過
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
赤
血
球
以
外
の
血
球
に
も
変

化
が
あ
る
場
合
は
、
血
液
専
門
医
を

訪
ね
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
溝
口
）

ン
ト
の
苦
労
話
や
楽
し
か
っ
た
こ
と

の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

歴
代
日
赤
献
血
担
当
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
神
戸
の
会
と
共
催
す
る
と

献
血
の
呼
び
か
け
を
大
々
的
に
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
献
血
数
が
伸
び
ま

す
と
の
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
関
西
学
院
大
学
の
献
血
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
加
入
し
て
く
れ

た
お
陰
で
、
平
均
年
齢
も
一
気
に
下

が
っ
て
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
伴
会
長
に
、
メ
ン
バ
ー
よ
り
心

か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
渡
し
ま
し
た
。

　

伴
会
長
か
ら
は
骨
髄
バ
ン
ク
が
不


